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やらないことをあえてやってみる
～スランプ・・空気量・圧縮強度試験の謎に迫る～
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概 要 日本工業規格 (JIS)|[書かれている作業項目を連守することの重要性や測定機器の仕組みを理解してもらうこ
とで,正 しい試験方法が作業者に身に若くのではないかと考え,」ISに記載の内容からあえて逸脱した条件でスランプ試
験・空気量試験・圧縮強度試験を行った。使用するコンクリートはスランプ21 cinお よび 12 cinの ものを準備したっそσD
結果,引 き 11げ時間がフレッショ_コ ンクリートのスランプが最大で3 0cm低 下すること.空気量 /t験器に詰める試料の仕 11
げ方が異なる場合,最大 15%空気量の測夕と値が変動すること,コ ンクリートが観化する前に供試体を転倒させた場合,

材齢 28日 での「
`縮
強度が 7%程度低 Fすることなどが確認された。

キーワード:日 本工業規格 (」3),ス ランプ試験,空気量試験,「 :縮強度試験

1_は じめ に

マニュアル化・作業の細1分化が進むと,人は日の前の
ことに集中するあまり,手段が目的と化 し,何のために
やつているのかということが見えなくなる (分からなく

なる)。 いわゆる “手段の日的イビ'と言われる現象である。

このような現象がilLむ と,作業が形骸化したり,作業項
日が遵守されなかったり,最悪の場合は重大インシデン

トが発生することも想像に難くない。

本レポートで取り上げる日本工業規格 (以下,」6)の
意義の一つとして “自由に放置すれば,多様化,複雑化 ,

無秩序化してしまう「もの」や「事柄」の公正性の確保

をすることで公共の福祉の増進に寄与する
い
ということ

が謳われている。本レポートで取り上げる, コンクリー

トのスランプ試験方法 (∫IS A l101,以 卜
・
ではスランプ

試験と呼ぶ),フ レッシュコンクリートの空気量の1「力に

よる試験方法―空気室圧力方法空気量試験 (JIS A l128,

以下では空気量試験と呼ぶ), コンクリートの強度試験用

供試体の作り方 (」IS A l132,以 ドでは}I:縮強度試験と呼

ぶ)も :様々な材刈で構成されるコンクリー トの性能を
公正に確認し,品質を保証するために,細′し、の注意が払
われて作業項目,確認項日が記されている。しかし,筆
者場を合め JISに書かれた作業項目の重要性を,都度意

識して作業に従事しているとは言い難い。言い換えれば,

記載事項を遵守しないことでのリスクを定量的に把握 じ

ていないことが一隊|であると筆者らは考えた。
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そこで,第 1,2筆者らのフi属する日本コンクリー ト
エ学会関東支部若手会 21(表-1)で は,コ ンクリー ト

に携わる人には広く知られているスランプ試験・空気量
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試験・圧縮強度試験について,あえて」ISに書かれてい

る文言と逸脱した条件で実験を行った。結果は数llEだけ

でなく,写真や動画でも記録した。本レポー トを機に,

読者にあらためて試験装置の仕組み,試験で留意すべき

点を認識していただければ,企画者としてこの上ない喜

びである。           ご`

2.各 試験の 」IS規格概要および着 日した事項

21 スランプコーンの引き上げ時間の影響
我が国ではコンクリー トの品質管理のためにコンク

リー トスランプ試験を実施している。コンクリー トスラ

ンプ試験方法は JIS A H01に 規定されており,ス ラン

プコーンや突き棒の試験器具の詳押
や試験方法が記載さ

オtて いる。                   i
竹田らの研ガ 'において,ス ランプ試験の結果に及ぼ

す影響が大きい事項について検討がなされている。その

中で,ス ランプコーンの引き上げ時間に関する項目があ

る。試験方法では「スランプコーンを引き hげる時間は,

高さ30 cmで 2～ 3秒とする。Jと明確に規定されており,

本規格に準拠して材料試験を実施 している。本レポー ト

では,ス ランプコーンの引き上げ時間がフレッシュコン

クリート1生 1大 (ス ランプ,ス ランプフロー)に与える影

響について着 l員 した。

2.2 空気量試験における上面仕上げの影響

破化コンクリー トの空気量を確保するために,フ レッ

シュコンクリー トの空気量の圧力による試験方法 (」Б

A l128)が規定されている。フレッシュコンクリートの

空気量はボイルの法貝1(式 (1))カテリ用されている。

Py=k                  (1)
ただし,P:圧力 (Pa),/:体積 (m3),k:定数 (…

定値 )

現場では,受け入れ時のフレッシュコンクリートの空

気量試験を無水式で行うのが一般的である。上記理論で,

試験器のキャリブレーションが行われている (こ の隙間

にコンクリートが充填されていないことを前提にしてい

る)こ とから,無水式の測定では,イ |:上げ方 (な 場しの

程度)は コンクリー トL面 と蓋との間の容積の増減に影

響すると考えいれる。 1(該 JISには,「 コンクリー トの表

面と容器の L函 とを正しく一致させる」という趣旨のこ

とが書かれている。コンクリー ト上而と蓋との間の隙間

にコンクリートがあれば,その分空気事の圧力が下がら

ないため,空気量は大きく測定される。逆もまたlp11求で

ある。理論的には理解できるものの,感覚的にどの程度

の1え滑度が影響するのか筆者らは不lllであった。

そこで本レポートでは,容器の L面の仕上げ方が空気

量の試験結果に及ぼす影響に着日して実験を行った。

23 供試体の転倒・振動による圧縮強度への影響
通常コンクリートの打込み現場では,1]込み量 150m3/

回の頻度で品質管理用供試体が1采取される.現場で採取

された供試体は,硬化後 (1勇常は翌日)に試験室へ運搬

され,標準養生 (20± 3℃ )に供される。その後,指定材

齢 (通常は材齢 28日 )に て圧縮強度試験が実施され,要

求性能 (呼び強度等)が満足されていることを確認する。

現場での試料採取方法 (」 IS A ll15に 従う)や養生条件

(標準養774)が
_定であり,耐圧試験機の偏心などの影

響が無ければ,■ 通常,同一ロットから採取した供試体の

圧縮強度は要求性能を |‐分に満足する。これらに加えコ

ンクリー ト強度は,打込み方法1養生温度など,種々の

影響を受けるもの´ある.

コンクリートの強度試験‖J供試体の作り方 (JIS A l132)

には,「型枠を取り外すまでの間,衝撃,1晨動及び水分の

蒸発を防がなければならないJと ある。IPL場 においては,

ケI込み後に供試体を移動させなければいけない場合が往々

にして存在する。夕1えば,試験機関への1票準養生の供試

体の運搬などである。

本レポートでは,供試体採取後に何らかの影響で (例 i

トラック運搬中)供試体が倒れた場合や硬化前に運搬す

ることで振動が加わる場合を想定し,供試体の取り扱い

方が圧縮強度に与える影響について確認したっ
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3,実 験 条 件

本レポートで使|llし たコンクリートの百d合 を表-2に示

すi以下に,それぞれの実験項目の実験条脅1を示すi

3.1 スランプコーンの引き上げ時間の影響

本実験では,ス ランプコーンの引きたげ時間がフレッ

シュコンクリート1■状 (ス ランプ,ス ランプフロー)に 与

える影響について寿限し,引 き Lげ時間を①極端に速く上

げた場合 (1秒 )と ②JIS A l101(25秒 )と OASTM
C143(5秒 )お よび01S04109(75秒 )の 4通 りの条

件でコンクリートスランプ試験を実施した (表 -3)。 」IS A

l101の 試験方法では「スランプコーンを]|き 上げる時間

は、高さ30 cmで 2～ 3秒 とする。」と]き 上げ時間が

規定されている.実験はその中間ltLの 25秒 を]lき 上げ

時間としたっ同様にIS0 4109で も規定値 (5～ 10秒 )の

中間ltLの 75秒 を引き上げ時間とした。コンクリー トの

配合はスランプロ標値が 21 cl■lと 12 cinの 2通 りとしたっ

コンクリートスランプ試験器具はJIS A l101に 準拠して

いる器具を共通で使ナIJしたっ測定項日は以 卜となる。

(a)ス ランプ

(b)ス ランプフロー

(c)平板 4隅 を 1口lずつ叩いた後のスランプフロー

(c)は 平板の 4隅 を木槌で 1獨 |ずつ叩いた後に測定し

たスランプフローである。梁ら
2.に よれば平板を試料の

スランプフローが 470 mnに なるまで「lllい て,試料上部

の円形の保持1生から,羽料分離抵抗性の評価方法を提案

している。初期状態のスランプ形状が,振動によつて変

形するスランプフローに与える影響を検討した。

また,時間経過によるスランプの低 ドが実験結果に影

響しないようにワ:き上げ時間が,「1秒と25秒」および

「5秒 と75秒』はそれぞれ同じ配合で,別ロットでコン

クリー トを練り混ぜ,実験を実施した。スランプおよび

スランプフローの測定は引き上げ時間に係わらず JIS A

表-2 コンクリー トの配合

【l■t用 111「】W:L水道水 C:普 j曇ボルトランドセメント (密度=316g/cnF).S:議 岡県大キリ|1水系睦砂 (表乾密
皮‐257g/clが,吸水苺251%.FM=268' G:東 京都青梅産砂岩砕石 (去乾密度=2 67 rC11ち ,吸水卒068%
MS=20'.Adl:AE減水剤高機能タイプ

`リ

グニンスルホン酸 |ヒ合1カ とポリカルボン酸ニーテルの複合体 ).

Ad 2:高 1■能 AE減水11標 i事形 If■ (ホ リカルボン酸エーテル系高性能 AE flt水斉1)

写真 1 試料 を平滑に仕上げた場合
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1101に 準拠して渓1定 した。

32 空気量試験における上面仕上げの影響
減1定では目標スランプ 12 cmの コンクリートを使用し

た。lHd合 は表-2に示したi]り である。空気量試験は」lS

A l128に 準拠している器具を使用した。

測定は以下の順で行った。あらかじめ,空気量試験器

の蓋が締まるギリギリの量 (試験容器上面まで試料が平

滑に詰まっている状態から+200g強 )を 確認し,か さ

増し (減 らし)の コンクリートの量 (± 200g)を 決定し

た。なお.測定中は使用したコンクリー トは入れ替えず

に1司 じ材料を使った。

涸1定項目① :」IS A l128に 記載の通リコンクリートの

表面と容器の_L面 とを正しく一致させ,空気量を測定し

た (写真 1).

測定項目② :①から,コ ンクリートを200g採取し (か

さを減らし),コ ンクリート上面を平滑に均して空気量

を測定した (写真-2)。

測定項 El ③ :②に,コ ンクリートを400g加 え,コ ンク

リートが容器の体積よりも多い状態 (か さを増やした状

態)に したのち,コ ンクリート上面を平滑に均して空気

量を測定した (写真F3)。

測定項日④ :最後に,同 じ試料を用いて,コ ンクリー

トの表面と容器の上画と一致させ,空気量を測定した。

33 供試体の転倒・振動による圧縮強度への影響
i員1定では目標スランプ21 cmお よび 12 cmの コンクリー

トを使用した.

本実験は,供試体打込み直後から凝結始発前の約 60分

間の硬化過程に着日し,コ ンクリート強度試験用供試体

の作り方 (」IS A l132)に 準拠して供試体を作製した場

合 (①標準)と ,供試体作製H寺に意図的に不具合を与え

た場合 (②倒し,0振動)の 3通 りの条件で供試体を作

製した。具体的な条件は以下の通りとした。なお,各条

件の供試体は打込み翌日に脱型し,標準養生を行い,打

写真-3 試料のかさを増やした場合
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表 3 引き上げ時間

な し

25秒 IIS A ll()1

ASTヽl C 143

写真 2 試料のかさを減らした場合
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c'詰め直し       '  d)再 :1:|げ

写真-4 倒 し供試体の作製状況 (ス ランプ 21 cmの 時 )

■1設 進       b)加 1振

写真 5 振動供試体の作製状況 (ス ランブ2f cmの時)

込み面を研磨によって平滑とし,材 齢 28日 で圧縮強度試

験に供した。

供試体作製条件(D(標準):」 IS A 1115に 従い試料を採

取 し,IIS A l132に 従い供試体を作製し,コ ンクリート

が llJイとするまで静置する通常の方法によった。

供試体作製条件② (倒 し):Jtt A ll15に従い試料を採

取し,」 IS A l132に 従い供試体を作製した直後に,モー

ルド上端を少しずつ押して傾け (写真 4a)),モ ールドと

詰めら1■た試料の自重のみで任1し ,倒 した状況で 30分放

貢 (写真 4b))し た。その後.モールドからこぼれた

試料を再度モールドに詰め (写真-4c))本 コテで口‖き
(写真-4d)).コ テ仕上げを行う方法とした。

供試体作製条件0(振動):JIS A ll15に従い試料を採
取し、JIS A l132に 従い供試体を作製し,その直後,VC
試験機 (3 000 rplll)に 設置 し (写真 5a)),30秒問振

動を与える (写真 5b))方法とした.

実 験 結 果

4.1 スランプコーンの引き上げ時間の影響

り|き 上げ速度を変化させたフレッシュコンクリー トの

スランプ試験結果を表-4お よび表-5に示す。引き上げ

時間とスランプおよびスランプフローの関係をそれぞ

れ,図-1お よび図-2に示すぃまた, スランプ試験後の

1た況を写真-6お よび写真-7に示す。スランプフローの

状況を写真-8お よび写真 9に ,フ ロー測定後に平 lFKの
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表 4 スランフロ標値 21 cm

注 :| :1よ平均 1= ※平板 4鵬 を 1回 ずつllllく

表 5 スランプロ標値 12 cm

f主 :( 1は・F均値.※千梯 隅を 1■ |ずつH口 く

（Ｅ
Ｅ

ヽ

ヽ
い
Ｋ

3456
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スランプ試験結果
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図-2 スランブフEl―試験結果
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(b'25秒

(c,5秒            `d'75秒

写真イ スランプ試験後の状況 (目 標スランプ 12 cm)

4隅 を 1回 ずつ ||「 いたあとのフローの様子を写真-10,

写真-11に それぞれ示す.な お.ス ランプフローの平均

値を ( )内 に示す
=

スランプ 21 clnの普」合では,引 き上げH寺間が長くなる

とスランプカi小 さくなる傾向が見られた.図-1の余1線

のエリアはJIS A 5308に規定されているスランプ 21 cln

のスランプ許容差 21± 2cm(呼び強度 27以 Lで ,高 1■能
AE減水斉Jを 使用Jする場合)の範1井|を示している。」IS A

l101以外の引き_llげ時間でスランプ試験を実施しても

許容■の範囲内ではあるが,ISOでは許容差の「限値で

Vo1 3, 卜Io 6. 2019 6

てい 25秒

写真 8 スランプフローの状況
(目標スランプ 21 cm)

写真-9 スランプフローの状況
(目標スランプ 12 cm)

あった。

同様に,ス ランプ 12 cl■lの配合でも,]|き 上 |デ時間が

長くなるとスランプが小さくなる傾向が見られた3図 1

の斜線のエリアは JIS A 5308に規定されているスランプ

12 cmのスランプ許容差 12± 2 5cmの範囲を示 している。

JIS以外の引き上げ時間でスランプ試験を実施しても許容

差の範囲内ではあつた.

ワ|き 上げ時間が長くなるとスランプコーン内但1と コン

クリー トとの接着時間が長 くなるため,ス ランプが小さ

くなると考えられる。

次にスランプフローの結果について報告する書スラン

プ 21 clllの配合では,ス ランプと|11様に引き上げ時間が

((:'5秒

写真 6 スランプ試験後の状況

id, 7 5琴サ

(目標スランプ 21 cm)

(c)51' (d) 7 5'「歩

(b)25秒

(b125秒

(c)5秒 (d'75秒

437

|.I' 11ケ



,c, 51少                        ,di 7 5iク

写真 10 たたき後のスランプフローの状況
(目 標スランプ 21 cm)

(a)

(c)5秒            `d)75秒

写真-11 たたき後のスランプフローの状況
(目標スランプ 12c耐

長くなるとスランプフローが小さくなる傾向が見られたっ

試料 L面の円形も,り |き 上げ時間が長 くなるほど.は っ

きりと残るような傾向にあった。スランプコーン内倶|と

コンクリートとの接着時間が長 くなることが影響してい

ると考えられる。

一方.ス ランプ 12 clllの配合ではスランプフローに大

きな違いが見られなかった。そもそもスランプ 12 cmの

配合はスランプ 21 cmの配合と1ヒ較して材利分離抵抗性

が相対的に高かったと考えることができる。

次にスランプフローの測定後に平板の 4隅 を木槌で 1

回ずつ |「 き,再度スランプフローの測定を行った。この

手法は元々,ス ランプフローが 470 mmに なるまで「静い

438

表 6 空気量試験の結果

~配
含上の空気量

0● F滑) ②
`か

さ減, 0(かさ増, ● (再平滑)

図-3 空気量試験の結果

て,試料形状で分離抵抗性評価を試みる手法である。今

回は 4隅 を木槌で 1回叩くことで,材料の変形挙動にど

のような違いがみられるか確認するために行ったc

スランプ21 cmの配合では,ス ランプフローの増加は

それぞれ,規格なしは+34 mm(+90%),JISは +25 mm

(+67%),ASTMは +36 mm(+113%),ISOで はキ
32 mm(+9.4%)と なった。なお, L記の増加害1合は,

増加したスランプフローを元のスランプフローで除した

値である。スランプ21 cmの 配合ではJIS以外の規格の

スランプフローの増加はほぼ同じであつた。引き上げ時

間が長い場合,すそ野が広がるように試料全体が変形し

たため,振動が加わると試料の下部が試料上部の重みで

広がるように変形したと考えられる。これはつまり,同

じ材料でも着日している試料上部の1彎形保持性能が変わ

るため,材料の分離抵抗性の評価を見誤る可能性がある

ことを力そしている。

一方,ス ランプ 12 cmの配合では,ス ランプフローの

1曽力Πはそれぞオし, 規格なしは+26 olm(÷ 116%)、 JIS

は+27 mm(+122%), ASTMは +28111111(÷ 126%).

ISOでは+26 mlll(+122%)の スランプフローとなっ

た.ス ランプ 12 clnの配合ではスランプフローの増加は

引き上げ時間に関係なく、ほぼ同じ値であつた。先述の

ように,ス ランプ 12 cinの 酉己合はスランプ 21 cmの 配

合とlヒ較して材料分離抵抗性がオロ対的に高かったことが

要因と考えているc

42 空気量試 E」Aにおける上面仕上げの彩響

実験結果の一覧を表-6に示すぅまた,根 !定結果と空気

量の許容差 (」 IS A 5308に 規定)の関係性をまとめたグ

ラフを図-3に 4(す「
ハッチングした箇所が,その許容差

（ゞ

）
事
軍
劇

(b,25秒

i調 ,Llヨ ロ

:3'

測定された

空気量

(%)

式 (1)か ら
算出した空気最

(%)

(1)― (21

(%,

3(平 滑)
01かさ減)

0 (か さ士曽)

● (再平滑)

55 52 03

10 00

(b)25秒
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表 7 圧縮強度供試体結果

プ′ヽ
ゴ

ラ

　

ｔｃ‐

ス 圧縮強度 (N・ :詢 ,〕
」
,

標準

46 5

(基準)

海じ

43 1

( 7%)

振動

45 1

(-3%,

40 2

(基準)

40 8

(+1%)
′109
(+2%,

※各lllは ,供試体3本の平均1竜を示すc
※表中 ( )lAl.標準を基準とした場合の増減率を示す。

の範囲となるっ

測定の結果,コ ンクリートのかさを1曽減させることで ,

空気量が 1.2～ 1、 5%程度1曽減 した。式 (1)の関係性が

成り立つとすると,試ポ|を空気量試験番に平滑に詰めた

状態から 200g程度増減させると,お よそ 12%の 増減
となることから,測定値は妥当であると言える。

写真-1と 写真-2,写真-1と 写真-3を それぞれ見比べ

ると,コ ンクリー トのかさが極端に異なるようには見え

ない。しかし,空気量の許容差の範囲を超えるほど,空

気量の測定結果に影響することが分かつた。

なお,濯1定項日①の空気量と浪l定項日①の空気量とが

lplじ値になったことから,同 じ試料で繰返し実験をした

ことによる空気量のロスはリト常に小さいと言える。

43 供試体の転奪1'振動による圧縮強度への影響
材齢 28日 (標準養 /■ )における圧縮強度試験結果を

表-7に示す。また,強度試験終了後に供試体を切断しi

日視観察により骨 l・4分 4f状況を確認した (写真-12.写

真-13)。

スランプ21 cmの配合では,“標準"に対して意図的に

不具合を与えた各条件で圧縮強度のllk下が見られた。強

度llt卜 の書1合は、
Ⅲ
倒し/標準"が -7%であり Ⅲ振動/

標lt"が -3%であつた。目視観察では “標準"と Ⅲ倒しい

に特異なオu違は見られなかったが,“振動
い
を与えた場

合の切断面では打込み面に2cm程度のペースト層が見
られ,羽 十じ}離が確認された。
‐方、スランプ 12 cmの配合では,“標準"に対して

意図的に不具合を与えた場合のサギ縮強度に大きな本H違は

見られなかった。スランブ 21 cl■ と同様に,“振動"を

与えた場合の切断面には打込み面に lcm程度のベース

ト層が見られ材料分離が確認されたぅ

ll「_合表 (表 2)よ り,ス ランプ21 cmの ベースト量は

2780/m3,ス ランプ 12 cmで は246`/m3であり,ス ラ

ンプ 21 cnlの方がベースト量は320/mお 多い。更に,ス

ランプ 21 clllの単位水量は 170 kg/1n3であり,ス ランプ

12 cll■ の単位水量 156 kg/ご に対して 14 kg/11n3多 い。材

料分離したペーストの層暉のi喜いは, これらの自己合条件

の相道によって生 じたものと考えられる。このことに

よって “標準・ に対する強度増減の相違が見られなかっ

たものと考えら,れるc同様に,“倒し
Ⅲ
の条件下におい

ても1磁 11分離抵抗1■のlHi墓によつて、圧縮張:度の増減に

Vくぅ1 57. N●  6. 2010 6

供試体l     ″t試体2     供試llN 3
古  古  古

c)振 動

写真-12 切断後の骨材分布 (ス ランプ 21 cm)

供試 fIN l

古

l*;+tl..) llt-r/+,rl^*,/. l't\ 4 l-tlti I l' J

c)振 動

写真 13 切断後の骨材分布 (ス ランプ 12 cm)

寄与したものと考えることができる。

使用骨材の品質や酉d合によつては材料分離抵抗性をス

ランプ試験結果のみで評価することは不口:能であり.ま

た.‐ 混和剤の効果やll_用量によっても大きく相違するこ

とが少なくない.本実験では,意 1剰的に不具合を与えた

卜」



場合の圧縮強度は
‐
標準
Ⅲ
とlヒ較 して,相対的に低下す

るものと.引1違 1ン ないものとに分かれた結果ではあつた.

しかし,硬化初期の段階におし`て,供試体の取 り扱い方
に問題がある場合には要求品質ぎ満足しない結果が得ら

れる場合もあり,コ ンクリートが十分に硬化するまでは

日身fや乾燥の影響がない条件,場所で静置させることが

重要であり,品質管lF■を行うにあたっては |´分に留意す

べきことであることに変わりはない
`

5  ま  と  め

本レポートでは,JISに記載の内容からあえて逸liLiし た

条件でスランプ試験・空気量試験・圧縮強度試験を行っ

た。具体的には,2種類の日標ス7ンプのコンクリート(ス
ランプ 21 cmと 12 cl■l)を準備し,0ス ランプの引き Lげ

時間 (1秒,25秒,5秒,75秒 )がスランプ ,ス ランプ
フローに及ぼす影響,②試料.に面の仕上げ方が空気量試

験の減1定結果に及ぼす影響,①ヨンクリートfll化前に供試

体を倒したり,振動させたりすることによる圧縮強度への

影響を確認した。その結果以下のような結論が得られた。

1ヽ)ス ランプのり|き 上げ時間がスランプ・スランプフ

ローに及ぼす影響

1 スランプの違い (日 標スランプ 21 cmお よび 12
cm)に よらず,ワ |き Lげ時間が長くなると,ス
ランプは小さくなつた。

2 日標スランプ 21 cmの コンクリー トでは,引 き_ヒ
げ時間を長くするとスランプフローが小さくなる

傾向が見られた。 しかし,日標スランプ 12 cmの

コンクリー トでは顕著な傾向が見られなかった。

3 スランプの引き Lげ速度が異なる場合,ス ランプの
大きなコンクリー ト (本検討ではスランプ 21 cm)

で,材半1分南住抵抗性の評価を見誤る可能性がある。

②試料上面の仕上げ方が空気量試験の測定結果に及ぼ

す影響

1 空気量試験器容器への試奉卜の詰め方 (仕上げ方の
違い)で .空気量が最大 15%程度増減 して測定
されることが分かつた。

●コンクリート硬化前に供試体を例したり,振動させ

たりすることによる圧縮強度への影響

1、 スランプ 21 clllの コンクリートでは,硬化itに供

試体を意隊I的に倒した場合に約 7%,振動を加え
た場合に約 3%の強度低下が確認されたっ振動を

与えた場合の切断面では打 i丞み面に2cm程度の
ペースト層 (/1/1拳 1分高I)が確認された。

2 スランプ 12cmの コンクリートでは,圧縮強度に
大きな相違は見られなかった

=

写真-14 映像資料のジャケット表裏 (DVD版,BD版共通)

6 さ い ご に

本レポー トの検討項日は,各 々の試験結果に影響を及

ぼす要因の一つに過ぎない6こ れを機会に,読者が試験

を中_な る作業と思わず,各々の視点で楽 しみを覚えなが

ら試験に1%た る人が増えてくれることを筆者らは望んで

いる。

なお.本 レポー トで紹介 したスランプ試験および空気

量試験の結果を合む映像資料 (タ イトル :ス ランプ試

験 空ヽ気量試験の謎に

'自

る～ ll:しい試験方法と規格値の

意1床～,間い合わせ先 :chiiqd_nct.orjp)は ,JCI関 東

支部から希望者に無償で配布している (写真 14)cま た .

本年度 7月 に開催されるコンクリー トエ学年次大会 (札

幌,2019)の 会場でも,希望者には無償で配布する予定

である (いずれも在庫がなくなり次第.晋こ布終 fと なり

ますので,ご 」
´
承 ください)。

本 レポー トや当該映像資料が適切に活用されること

で,試験の精度向上が図られることは無論,日 常の何気

ない.当 たり前と思っていることに疑間に抱き,分から

なければ行動するような雰囲気が,職場や学校で醸成さ

れる契機になればと願っている。

訪i 辞 本実験の実施にあたり,」 CI関東支部の予算
を活用させていただきました。この場を借りて深謝いた

します。
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